
JP 2009-506198 A5 2009.10.15

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年10月15日(2009.10.15)

【公表番号】特表2009-506198(P2009-506198A)
【公表日】平成21年2月12日(2009.2.12)
【年通号数】公開・登録公報2009-006
【出願番号】特願2008-529204(P2008-529204)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｊ   5/18     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  67/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/20     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   7/16     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/12     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ   5/18    ＣＦＤ　
   Ｃ０８Ｌ  67/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/20    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   7/16    　　　　
   Ｂ３２Ｂ  27/12    　　　　
   Ｂ３２Ｂ  27/36    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年8月31日(2009.8.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリエステルブロックコポリマーを含む透湿性ポリエステル系エラストマーフィルムで
あって、前記コポリマーが、
　エステル結合で頭－尾結合された複数個の繰り返されている長鎖エステル単位（Ｉ）と
短鎖エステル単位（ＩＩ）とを有する１種以上のコポリエーテルエステルエラストマーを
含み、前記フィルムは延伸処理が施されておりかつ残留ひずみが１０パーセント以下であ
ることを特徴とする透湿性ポリエステル系エラストマーフィルム。
【請求項２】
　透湿性ポリエステル系エラストマーフィルムの製造方法であって、
　エステル結合で頭－尾結合された複数個の繰り返されている長鎖エステル単位（Ｉ）と
短鎖エステル単位（ＩＩ）とを有する１種以上のコポリエーテルエステルエラストマーを
含むポリエステルブロックコポリマーと、約０．２～約３．０重量パーセントの、平均粒
径が約１．０～約７．０μｍの有機または無機粒子および約０．０１～約２．０重量パー
セントの脂肪酸アミドとを混合する工程と、
　得られたブレンドをシート形態に成形する工程と、
　得られた未延伸シートに延伸処理を施し、それによってそのシートを永久伸びが約１０
パーセント以下でありかつ透湿速度が約３００ｇ／ｍ2・２４時間以上であるフィルムに
変える工程と
を含むことを特徴とする透湿性ポリエステル系エラストマーフィルムの製造方法。
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【請求項３】
　ポリエステルブロックコポリマーを含む透湿性ポリエステル系エラストマーフィルムで
あって、前記コポリマーが、
　エステル結合で頭－尾結合された複数個の繰り返されている長鎖エステル単位（Ｉ）と
短鎖エステル単位（ＩＩ）とを有する１種以上のコポリエーテルエステルエラストマーを
含み、前記フィルムは延伸処理が施されておりかつ透湿速度が約３００ｇ／ｍ2・２４時
間以上であることを特徴とする透湿性ポリエステル系エラストマーフィルム。
【請求項４】
　ポリエステル系エラストマーフィルムとそれに積層された繊維織物とを含む透湿性の耐
水性織物であって、
　前記ポリエステル系エラストマーフィルムは、少なくとも一軸方向に延伸されており、
かつ引張り強さが約３０ＭＰａ以上であり、耐穿孔性が約１５０Ｎ／μｍ以上であり、５
０パーセント伸張時の永久伸びが約１０パーセント以下であり、透湿速度が約３００ｇ／
ｍ2・２４時間以上であるフィルムであり、前記コポリマーが、
　エステル結合で頭－尾結合された複数個の繰り返されている長鎖エステル単位（Ｉ）と
短鎖エステル単位（ＩＩ）とを有する１種以上のコポリエーテルエステルエラストマーを
含むことを特徴とする透湿性の耐水性織物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９８】
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【表２】

本発明は以下の実施の態様を含むものである。
１．ポリエステルブロックコポリマーを含む透湿性ポリエステル系エラストマーフィルム
であって、前記コポリマーが、
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　エステル結合で頭－尾結合された複数個の繰り返されている長鎖エステル単位（Ｉ）と
短鎖エステル単位（ＩＩ）とを有する１種以上のコポリエーテルエステルエラストマーを
含み、前記フィルムは延伸処理が施されておりかつ残留ひずみが１０パーセント以下であ
ることを特徴とする透湿性ポリエステル系エラストマーフィルム。
２．前記フィルムの透湿速度が約３００ｇ／ｍ2・２４時間以上であることを特徴とする
前記１に記載の透湿性ポリエステル系エラストマーフィルム。
３．前記フィルムの引張り強さが約３０ＭＰａ以上でありかつ耐穿孔性が約１５０Ｎ／ｍ
ｍ以上であることを特徴とする前記１に記載の透湿性ポリエステル系エラストマーフィル
ム。
４．前記コポリエーテルエステルエラストマーが、約１．０μｍ～約７．０μｍの平均直
径を有する有機または無機粒子を約０．２～約３．０重量パーセント含むことを特徴とす
る前記１に記載の透湿性ポリエステル系エラストマー。
５．前記コポリエーテルエステルが、約０．０１～約２．０重量パーセントの少なくとも
１種の脂肪酸アミドを含むことを特徴とする前記１に記載の透湿性ポリエステル系エラス
トマーフィルム。
６．前記有機または無機粒子が球形またはほぼ球形の粒子であることを特徴とする前記４
に記載の透湿性ポリエステル系エラストマーフィルム。
７．前記長鎖エステル単位（Ｉ）が以下の式（ｉ）で表され、前記短鎖エステル単位（Ｉ
Ｉ）が式（ｉｉ）で表され、
【化１】

　式中、Ｇは数平均分子量が約４００～約４０００であるポリ（アルキレンオキシド）グ
リコールから末端ヒドロキシル基を除去した後に残る二価の基であり、Ｒは分子量が約３
００未満であるジカルボン酸から末端カルボキシル基を除去した後に残る二価の基であり
、Ｄは分子量が約２５０未満であるジオールから末端ヒドロキシル基を除去した後に残る
二価の基であり、
　前記コポリエーテルエステルが約２５～約８０重量パーセントの短鎖エステル単位を含
むことを特徴とする前記１に記載の透湿性ポリエステル系エラストマーフィルム。
８．Ｇが、Ｇの全重量を基準にして約１０～約８０パーセントのポリ（エチレンオキシド
）単位を含むことを特徴とする前記７に記載の透湿性ポリエステル系エラストマーフィル
ム。
９．前記短鎖エステル単位（ＩＩ）がブチレンテレフタレート単位であることを特徴とす
る前記７に記載の透湿性ポリエステル系エラストマーフィルム。
１０．透湿性ポリエステル系エラストマーフィルムの製造方法であって、
　エステル結合で頭－尾結合された複数個の繰り返されている長鎖エステル単位（Ｉ）と
短鎖エステル単位（ＩＩ）とを有する１種以上のコポリエーテルエステルエラストマーを
含むポリエステルブロックコポリマーと、約０．２～約３．０重量パーセントの、平均粒
径が約１．０～約７．０μｍの有機または無機粒子および約０．０１～約２．０重量パー
セントの脂肪酸アミドとを混合する工程と、
　得られたブレンドをシート形態に成形する工程と、
　得られた未延伸シートに延伸処理を施し、それによってそのシートを永久伸びが約１０
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パーセント以下でありかつ透湿速度が約３００ｇ／ｍ2・２４時間以上であるフィルムに
変える工程と
を含むことを特徴とする透湿性ポリエステル系エラストマーフィルムの製造方法。
１１．前記有機または無機粒子が非晶質でない粒子であることを特徴とする前記１０に記
載の透湿性ポリエステル系エラストマーフィルムの製造方法。
１２．前記長鎖エステル単位（Ｉ）が以下の式（ｉ）で表され、前記短鎖エステル単位（
ｉｉ）が以下の式（ｉｉ）で表され、
【化２】

　式中、Ｇは数平均分子量が約４００～約４０００であるポリ（アルキレンオキシド）グ
リコールから末端ヒドロキシル基を除去した後に残る二価の基であり、Ｒは分子量が約３
００未満であるジカルボン酸から末端カルボキシル基を除去した後に残る二価の基であり
、Ｄは分子量が約２５０未満であるジオールから末端ヒドロキシル基を除去した後に残る
二価の基であり、
　前記コポリエーテルエステルが約２５～約８０重量パーセントの短鎖エステル単位を含
むことを特徴とする前記１０に記載の透湿性ポリエステル系エラストマーフィルムの製造
方法。
１３．Ｇが、Ｇの全重量を基準にして約１０～約８０パーセントのポリ（エチレンオキシ
ド）単位を含むことを特徴とする前記１２に記載の透湿性ポリエステル系エラストマーフ
ィルムの製造方法。
１４．前記短鎖エステル単位（ＩＩ）がブチレンテレフタレート単位であることを特徴と
する前記１２に記載の透湿性ポリエステル系エラストマーフィルムの製造方法。
１５．前記延伸処理でテンター式延伸機を使用することを特徴とする前記１２に記載の透
湿性ポリエステル系エラストマーフィルムの製造方法。
１６．前記テンター式延伸機が同時二軸延伸機であることを特徴とする前記１５に記載の
透湿性ポリエステル系エラストマーフィルムの製造方法。
１７．前記フィルムの前記未延伸シートに対する面積比が約５：１と２５：１との間であ
ることを特徴とする前記１６に記載の透湿性ポリエステル系エラストマーフィルムの製造
方法。
１８．前記未延伸シートがテンタークリップグリップを有するテンター延伸機によって延
伸され、前記クリップグリップが温度ＴEに維持されかつ延伸温度がＴｃに維持されるよ
うにし、
（ＴC－２０）≦ＴE≦（ＴC＋２０）
であることを特徴とする前記１５に記載の透湿性ポリエステル系エラストマーフィルムの
製造方法。
１９．ポリエステルブロックコポリマーを含む透湿性ポリエステル系エラストマーフィル
ムであって、前記コポリマーが、
　エステル結合で頭－尾結合された複数個の繰り返されている長鎖エステル単位（Ｉ）と
短鎖エステル単位（ＩＩ）とを有する１種以上のコポリエーテルエステルエラストマーを
含み、前記フィルムは延伸処理が施されておりかつ透湿速度が約３００ｇ／ｍ2・２４時
間以上であることを特徴とする透湿性ポリエステル系エラストマーフィルム。
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２０．ポリエステル系エラストマーフィルムとそれに積層された繊維織物とを含む透湿性
の耐水性織物であって、
　前記ポリエステル系エラストマーフィルムは、少なくとも一軸方向に延伸されており、
かつ引張り強さが約３０ＭＰａ以上であり、耐穿孔性が約１５０Ｎ／μｍ以上であり、５
０パーセント伸張時の永久伸びが約１０パーセント以下であり、透湿速度が約３００ｇ／
ｍ2・２４時間以上であるフィルムであり、前記コポリマーが、
　エステル結合で頭－尾結合された複数個の繰り返されている長鎖エステル単位（Ｉ）と
短鎖エステル単位（ＩＩ）とを有する１種以上のコポリエーテルエステルエラストマーを
含むことを特徴とする透湿性の耐水性織物。
２１．前記長鎖エステル単位（Ｉ）が以下の式（ｉ）で表され、前記短鎖エステル単位（
ＩＩ）が式（ｉｉ）で表され、
【化３】

　式中、Ｇは数平均分子量が約４００～約４０００であるポリ（アルキレンオキシド）グ
リコールから末端ヒドロキシル基を除去した後に残る二価の基であり、Ｒは分子量が約３
００未満であるジカルボン酸から末端カルボキシル基を除去した後に残る二価の基であり
、Ｄは分子量が約２５０未満であるジオールから末端ヒドロキシル基を除去した後に残る
二価の基であり、
　前記コポリエーテルエステルが約２５～約８０重量パーセントの短鎖エステル単位を含
むことを特徴とする前記１９に記載の透湿性の耐水性織物。
２２．Ｇが、Ｇの全重量を基準にして約１０～約８０パーセントのポリ（エチレンオキシ
ド）単位を含むことを特徴とする前記２１に記載の透湿性の耐水性織物。
２３．前記短鎖エステル単位（ＩＩ）がブチレンテレフタレート単位であることを特徴と
する前記２１に記載の透湿性の耐水性織物。
２４．前記織物が９０パーセント以上の１００回洗濯後耐静水圧性を保持することを特徴
とする前記２０に記載の透湿性の耐水性織物。
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